






























































































































































































どでは、そのことがひときわ鮮やかなイメージを伴って語られている 0 7 
ンダソンにとって、現実を忘れた観念の一人歩きということは忌むべきも
のであったらしく、『ワインズパーグ』において、「思いつめる人」（“The
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